客観日本原稿

本川　裕

日本人の倫理観：男女関係は厳しくなく、飲酒に罪悪感なし
○避妊には寛容だが不倫には厳しい世界の中で案外ゆるい日本人の道徳観

3年前にフランスのオランド大統領は女優との不倫が世界のマスコミによって報じられた。ところが、フランス国民の大統領支持にはそれほど影響せず、もともと低い支持率がこれで下がった訳ではなかった。

　ちょうど、この時、米国の調査ＮＰＯのピュー・リサーチセンターが行った飲酒や不倫など倫理的事項への許容度に関する39カ国の国際意識調査の結果が公表され、フランス人は世界一、不倫に寛容な国民という結果だったので、時宜にかなったデータとして、これまた国際的に注目された。

　日本では、政治家やタレントの不倫が週刊誌やテレビで報道されて話題となり、フランスとは異なって政治問題化することも多い。日本人は、果たして、世界の中で、不倫などの倫理問題に対して特に厳しい国民なのかを客観的データで確かめてみる必要がある。

　上でふれたピュー・リサーチセンターの調査はこのための絶好のデータを提供している。調査は、飲酒、ギャンブル、不倫、同性愛など8事項に対して、倫理的な許容度を調べている。「個人的な意見を聞きます」と断った上で、「道徳的に許される」、「道徳的に許されない」、「道徳の問題ではない」の３つの選択肢を用意し、いずれとも答えにくい人には「場合によりけり」といった回答も許している。

図1には、これらについて「道徳的に許されない」と答えた者の割合の高い順から世界平均と日本人の結果について掲げた。
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　世界的には、「不倫」は道徳的に許されないと感じている者が多く、逆に、「避妊」は道徳的に許されないとまで考える者は少数派であることが分かる。その他については、「ギャンブル」、「中絶」、「同性愛」、「婚前交渉」、「飲酒」、「離婚」の順となっており、この順番は、世界平均と日本とで、ほぼ、共通していることも分かる。

　日本人の回答は、世界平均と比較すると総ての事項で低く、全般的に倫理的に寛容なところが目立っている。これは、世界平均には、イスラム国や途上国が多く含まれ、それらの国では、西欧や日本などの国民が思い描く以上に、厳しくそれらの事項を判断しているからである。

　図１を見ると、世界平均との比較では、「道徳的に許されない」の割合が日本の場合半分近い事項が多いのに対し、不倫に関しては、世界平均とそれほどの差がない。それでは、不倫については、日本人は、それほど寛容ではないのだろうか？

○倫理許容度の高さは、西欧諸国、日本、米国、中国・韓国、イスラム圏の順

実は、倫理事項の種類によって「道徳的に許されない」の割合のばらつき幅は異なっている。従って、各国の倫理的許容度を正確に評価するためには、39カ国中の順位で各事項の許容度の水準を比較する必要がある。

そこで、図２では、各事項について、日本の許容度の順位を示した。事項の並びは順位の低い順である。日本との参照のために主要国の順位も図示した。
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　日本人は「飲酒」について世界一寛容な国民となっているが、その他の倫理項目については6位～11位と比較的高く、何についても、日本人は道徳的に比較的寛容な国民ということができる。

　不倫についても、日本人の道徳観はそれほど厳しいものではないのであるから、フランスほどではなくとも、政治家やタレント、特にタレントの不倫報道は、本当に国民が欲しているというより、注目を引きたいマスコミが大げさに取り上げているに過ぎない面が大きいと判断されよう。

　フランスは、飲酒が8位と比較的厳しいのを除くと、不倫だけでなく、婚前交渉、妊娠中絶、ギャンブルでも世界一寛容である。ドイツもフランスとそう変わらない寛容さを示している。倫理的事項への許容度の高さは、西欧全体の特徴だといえる。

　そして、日本は西欧に次ぐ倫理的な許容度を示しているといえる。

　一方、米国は、一般的には西欧と同様の価値観を有しているとされるが、倫理的な価値観に関しては、ギャンブルを除く総ての事項で日本より倫理的に厳しい見方をしている点が目立っている。特に不倫に関しては、25位と許容度が低い。アングロサクソン系のプロテスタント的精神の下では、男女の愛情に関する裏切りに対しては、特に厳しい見方をするのであろう。

　儒教の影響下にあった東アジアの中では、中国、韓国は、すべてについて、日本より厳しい見方となっている。日本もかつては中国や韓国に近い位置だったが西欧文明の影響をより長く受けて来たので寛容度が高くなったと考えることができる。経済的な余裕が影響している側面も無視できないだろう。

　なお、中国の妊娠中絶への許容度が10位と他と比べて高いのは、長い間一人っ子政策を継続してきたことの遺産と考えられよう。

　日本を除く東アジア諸国は、儒教の伝統から比較的に道徳問題に厳しいとはいっても、世界の中では、途上国一般よりは寛容になっており、ほぼ世界の中では中位を占めている。

　パキスタンが各項目とも世界の中でも最も許容度の低い結果を示しているのは、やはり、戒律の厳しいイスラム教の影響が大きいと思われる。中東やアジアなどのイスラム国ではいずれも、飲酒に限らず、総てについて、パキスタンに近い倫理的な厳しさを示しているのである。

　イスラム過激派のテロ事件がヨーロッパをはじめ世界各地で猛威を振るっており、その背景として、キリスト教圏とイスラム教圏の文明的対立が論じられることが多い。しかし、道徳観からは、イスラムと米国とはそれほど懸け離れてはおらず、むしろ、イスラムと西欧の位置が両極端に位置している点が問題の背景として重要だと思われる。

○お酒が呑めないのに、いや呑めないから好きな日本人

　日本人は飲酒への罪悪感が世界で最も薄く、禁酒が原則のイスラム圏とは正反対の状況にある点が目立っている。

男女関係の道徳に関しては、日本もバブル経済期までは比較的厳しかったのが、最近になって、比較的寛容になったという世界価値観調査のデータもあり、西欧文化の影響で、西欧に近い水準に近づいたものと考えられる。
　しかし、飲酒に関しての罪悪感のなさは、西欧の影響ではなく、古来からの感覚なのではないかと考えられる。
つきあい酒の文化は共通なのに、韓国人や中国人の中には、飲酒を不道徳とする考え方が一定程度あること自体、日本人にとっては、やや意外なのである。

　飲酒をことさらに許容する日本人の道徳観については少なくとも戦国時代にまで遡ることができる。16世紀に日本にやって来たポルトガルの宣教師ルイス・フロイスは当時の日欧対比についての貴重な証言を残しているが、飲酒については以下のように書き残している。

“われわれの間では酒を飲んで前後不覚に陥ることは大きな恥辱であり、不名誉である。日本ではそれを誇りとして語り、「殿Tonoはいかがなされた。」と尋ねると、「酔っ払ったのだ。」と答える。”

　自制心より飲酒のなごみを優先する戦国時代の日本人のこうした態度が、驚いたことに、現代の国際比較意識調査でも読み取れるのである。

柳田国男など多くの論者が指摘するように、日本人の酒好きには、神代の時代から、飲酒を伴う宴会を所属集団の融和に役立てて来たという長い伝統・習慣が背景にある。これは、日本人は、体質的・遺伝的に、アルコール摂取量があまり多くなく、禁止という最後の手段に訴えずとも、飲酒による社会的被害を抑えることができたため、つきあいの手段としての活用も容易だったからではないかと私は考えている。

-------------------------------------------------------

　男女関係の倫理観も儒教道徳の影響前は日本の場合飲酒のように緩やかだった。許容度の上昇は西欧文化の影響というより、西欧文化の刺激によって儒教文化の呪縛から逃れ、本来の自分に戻っただけと見ることも出来よう。国学者ならそう思うように。

　寒冷地帯の先進国から見ると、温暖な途上国では、そんなに道徳にはこだわらない生活を送っているように思うかもしれないが、フィリピンの例にも見られるように、決してそうではない。余裕のないギリギリの生活の中で、余儀なくルール違反に走る者も多い中では、せめて道徳心だけはしっかり堅持しなければという心理が働くのではなかろうか。

（代替案）

　時系列データの得られる世界価値観調査における日本人の男女関係の倫理許容度の順位は、不倫は調査項目となっていないので分からないが、離婚、中絶、同性愛は2010年に、それぞれ、世界58か国中、15位、13位、16位と比較的寛容な国のグループに入っているが、20年前の1990年調査の順位は、世界43か国中、それぞれ、24位、30位、24位とどちらかというと厳しい方のグループだった。

　不倫などの男女関係の道徳に関しては、日本も以前は厳しかったが、西欧文化の影響で、最近になって、西欧に近い水準に近づいたと考えられる。しかし、飲酒に関しての罪悪感のなさは、西欧の影響ではなく、古来からの感覚なのではないかと考えられる。
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